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委員長　亀山　　渉　早稲田大学
委　員　白江　久純　総務省 国際戦略局
　〃　　高木　世紀　総務省 国際戦略局
　〃　　三宅雄一郎　総務省 国際戦略局
　〃　　網野　尚子　総務省 総合通信基盤局
　〃　　成瀬　由紀　国立研究開発法人情報通信研究機構
　〃　　岩田　秀行　日本電信電話株式会社
　〃　　中山　智美　KDDI株式会社
　〃　　福本　史郎　ソフトバンク株式会社
　〃　　津田　健吾　日本放送協会
　〃　　山口　淳郎　一般社団法人日本民間放送連盟
　〃　　田中　基晴　通信電線線材協会
　〃　　中兼　晴香　パナソニック株式会社
　〃　　牧野　真也　三菱電機株式会社
　〃　　東　　充宏　富士通株式会社
　〃　　飯村　優子　ソニー株式会社
　〃　　江川　尚志　日本電気株式会社
　〃　　岩崎　哲久　株式会社東芝
　〃　　田中　　茂　沖電気工業株式会社
　〃　　三宅　　滋　株式会社日立製作所
　〃　　斧原　晃一　一般社団法人情報通信技術委員会
　〃　　菅原　　健　一般社団法人電波産業会
顧　問　小菅　敏夫　電気通信大学
　〃　　齊藤　忠夫　一般社団法人ICT-ISAC
　〃　　橋本　　明　株式会社NTTドコモ
　〃　　田中　良明　早稲田大学
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編集後記
　2020年のオリンピック・パラリンピック開催地が東京と決まっ

てから、もう4年以上。その間、多種多様の課題が洗い出され、

検討されています。

　おもてなしとして皆さまにご提供できる日本らしさは数多くあ

る中、自信をもってアピールできる分野のひとつが、ICT技術を

使った新しいサービスです。ITUでも、e-serviceに関する標準化

が数多く審議されている中から、東京オリンピック・パラリンピッ

クに関するものをピックアップし、2月号の特集としました。競

技情報や観光情報を提供するデジタルサイネージ、遠隔地でも

実際に競技会場にいるかのようなパブリックビューイング・ライブ

ビューイングの実現を目指した超高臨場ライブ体験（Immersive 

Live Experience：ILE）、訪日外国人との円滑なコミュニケーショ

ン実現を助ける多言語音声翻訳、バリアフリーな社会のために必

要なアクセシビリティ標準化。ぜひご一読ください。

　昨年11月に早稲田大学で国際会議を開き、私がGeneral Chair
を務めました。通常General Chairは名誉職のようなものですが、
開催場所が早稲田大学であったため、ありとあらゆることをしな
ければなりませんでした。まさにGeneralな業務をするChairを務
め、大変疲れました。こんなに疲れたのは久しぶりです。
　この国際会議はこれまで欧米で開かれており、今回が初の欧米
外開催でした。これまでより参加者が少ないのではないかと心配
しましたが、論文投稿は従来よりも多く、参加者も従来の2倍近
くになりました。そのため、予算は潤沢で、毎日とびきり美味し
いものを食べ、著しくリッチな国際会議になりました。
　食事だけでは余った予算を使い切れないので、記念品もリッチ
にしました。国際会議には名札が付き物ですが、そのネックスト
ラップを京都の組紐にしました。また、早稲田は神田川が流れて
おり、明治時代から染物が地場産業になっています。そこで、早
稲田で染めた東京染小紋のポケットチーフを全員に配りました。
いずれも結構な値段のものです。
　肝心の論文に関してですが、この国際会議はこの分野で最難関
の国際会議です。今回は24件の論文が採録され、採録率十数%で
した。24件中22件が欧米で、残り2件は日本と中国でした。日本
は欧米と比べて一流学術誌の論文が少ないと言われていますが、
まさにその縮図のような国際会議でした。
　日本もこの分野の研究は相当行っており、最難関でない国際会
議では論文も多数採録されています。最難関の国際会議に採録さ
れない理由は、将来を見据えた研究や学術的に重要な研究がない
からです。最近の日本では、すぐに儲けにつながる研究が重視さ
れ、そのような研究でないと予算が付きません。しかし、将来を
見据えた研究や学術的に重要な研究を行っていないと、いずれ凋
落の道をたどることになります。その兆候は既に見えています。
産学官とも研究の方向を見直すべきでしょう。
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